
駅前広場整備事業幹線道路整備事業新潟駅周辺整備事業「これからの整備目標」 連続立体交差事業新潟駅周辺整備事業 「これまでの歩み」

市民ワークショップ
［2001年～］

新潟県・新潟市共同調査開始

※2011年度、事業着手から概ね5年が経過したことから、現状や社会経済状況の変化を踏まえ、新たな整備目標を定めました。

2012年度～2017年度 2012年度～2017年度頃
●新潟鳥屋野線や駅南線の工事を進め、順次部分供用しました。
　生活道路への通過交通の流入が抑制され、環境の改善が図られています。

2012年度～

●BRT第1期導入に合わせた万代広場の部分整備を行いました。

2018年度～2020年度頃

2018年度～2020年度頃
●鉄道横断道路として、新潟鳥屋野線が最初に開通します。
　古町地区と駅南地区を結ぶ幹線道路となります。

在来線地上ホーム

2021年度頃～（高架駅全面開業）

● 新 潟 駅 や信 越 線、白 新 線 の 全ての 高 架 化 が 終わり、
　万代広場の整備を進め、鉄道高架橋の下では、土地の
　有効利用や道路整備が進められます。

在来線の高架下の一部では、広場や駐輪場などの公的施設による有効活用が可能となります。
側道や鉄道横断道路を整備し、沿線環境影響の
緩和と交通の利便性向上を図ります。

高架下利用 イメージ 側道 イメージ

整備後の駅南線（けやき通り）

新潟鳥屋野線 完成イメージ

新幹線と在来線の同一ホーム乗り換え イメージ

※乗り換えイメージを表したものであり、実際の状況とは一部異なります。

高架化工事箇所（2017.2.24撮影）

高架駅開業 イメージ

2021年度頃～（高架駅全面開業）

●高架完成後、東跨線橋の撤去工事が始まります。

現在の明石紫竹山線の混雑状況

明石紫竹山線 完成イメージ

歩行者・自転車分離のイメージ

歩行者 歩行者自転車 自転車自動車

東跨線橋が撤去され、道路が平面化されることにより、交通の
流れが円滑になります。また、冬期間の安全性が向上します。

供用（2018年度以降の供用は予定）
事業中
道路整備対象区間

新潟駅万代広場部分整備

2021年度頃～（高架駅全面開業）

●高架下交通広場の供用により、路線バス及び新たな交
通システムの南北一体化が可能になります。

高架下交通広場 完成イメージ

新潟駅高架下交通広場供用（2022年度）

新潟駅万代広場 完成イメージ

新潟駅万代広場供用（2023年度頃）
●柳、堀、ガス灯等の「新潟らしさ」を表現するとともに、人と

公共交通優先の歩いて楽しい空間を作ります。

※ペデストリアン
デッキ（2階レベル
の通路）について
は、社会情勢の変
化を見ながら検討
していきます。
※今後の検討・協議
により変更の可能
性があります。

1992年度

「新潟駅周辺整備基本構想」公表1998年度

新潟駅周辺まちづくり懇談会、説明会、シンポジウムなど実施1998～2000年度

「新潟駅駅舎・駅前広場計画提案競技」最優秀賞決定（堀越グループ）2001～2002年度

「新潟駅周辺整備計画素案」の公表、説明会、市民ワークショップなど実施2001～2004年度

「新潟駅周辺整備計画」都市計画決定2005年度

「新潟駅付近連続立体交差事業」「都市計画道路（3路線）」都市計画事業認可2006年度

政令市移行に伴い連続立体交差事業の事業主体が県から新潟市へ移管2007年度

新潟駅南口広場第一期工事完了2009年度

新潟駅南口第二地区再開発事業完了2009年度

連続立体交差事業及び関連道路事業計画の見直し※2011年度

新潟駅高架駅第一期開業及び新幹線と在来線の同一乗り換えホーム完成2018年度
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BRT乗車場とあわせて柳やガス灯を配置しました。
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新幹線高架ホーム在来線高架ホーム

（都）広場附属菱潟線（都）広場附属菱潟線

新潟駅デッキテラス（2階）から東大通方向を望む。（イメージ）

「人、交通、自然が気持よく循環する都市の庭」
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（　　　　 ）2018年４月15日
高架駅第一期開業・
越後線高架化

（　　　　 ）2018年４月15日
高架駅第一期開業・
越後線高架化

●仮ホーム（8・9番線）の使用開始後、旧5・6・7番線付近
で高架化工事を行いました。

●

●

●

高架ホーム2～5番線と、新幹線と在来線の同一ホーム
が供用され、新幹線との乗り換え利便性が向上し、利用
圏域の広がりが期待されます。
越後線の高架化が完了し、２つの踏切が廃止され南
北方向の移動の利便性・安全性が向上しました。 
引き続き、高架ホーム１番線の整備に向けて、地上1・
2・3・4番線付近で工事を進めます。

多くの市民の方からご意見をいただきながら南口広場
と万代広場の整備・活用について検討してきました。

再開発事業
（新潟駅南口第二地区再開発事業／2010年2月完成）

LEXN（レクスン）

新潟駅南口広場整備（「弁天線」を含む）
（南口広場供用／2009年9月）（弁天線全面完成／2012年度）

南口広場 弁天線

高架駅第一期開業および新幹線と在来線の同一乗り換えホーム完成
（2018年４月15日）

開業セレモニーでのテープカットの様子 同一乗り換えホームからの特急「いなほ」の出発

高架駅の施設全景 高架橋上を走行する在来線 米山と天神尾の２ケ所の踏切を廃止
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